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久
保　

香
珠

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
平
安
和
文　

②
派
生
語　

③
語
幹　

④
意
味　

⑤
ス
ク
﹈

【
要
旨
】
平
安
時
代
和
文
資
料
に
お
い
て
、
語
幹
「
す
く
」
を
共
通
に
持
つ
と
さ
れ
る
派
生
語
四
語
―
―
動
詞
「
す
く
む
」、
副

詞
「
す
く
す
く
と
」、
形
容
詞
「
す
く
す
く
し
」、
形
容
動
詞
「
す
く
よ
か
」
―
―
の
語
義
を
和
文
資
料
二
二
作
品
を
対
象
に
調
査

し
再
検
討
し
た
。
四
語
は
語
幹
「
す
く
」
が
共
通
す
る
た
め
一
括
り
に
さ
れ
て
、
意
味
的
に
も
同
源
で
相
互
に
近
似
す
る
と
解
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、単
純
形
「
す
く
」
と
重
複
形
「
す
く
す
く
」
で
は
上
代
か
ら
意
味
的
に
異
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

単
独
形
「
す
く
む
」「
す
く
よ
か
」
に
は
共
通
点
が
多
く
「
固
さ
」
と
「
強
さ
」
を
原
義
に
も
つ
。
一
方
、重
複
形
「
す
く
す
く
（
と
）」

「
す
く
す
く
し
」
は
、「
動
作
や
変
化
過
程
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
」
こ
と
が
原
義
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
単
純
形
系
統
と

重
複
形
系
統
は
少
な
く
と
も
奈
良
平
安
時
代
で
は
形
態
的
に
だ
け
で
な
く
意
味
的
に
も
別
の
二
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
と
解
釈
で

き
る
。
な
お
、
平
安
時
代
後
期
に
な
っ
て
、
形
容
詞
「
す
く
す
く
し
」
と
形
容
動
詞
「
す
く
よ
か
」
の
意
味
が
接
近
し
、
い
ず
れ

平
安
時
代
の
「
ス
ク
」
語
幹
語
彙
の
語
義
比
較
小
考

―
―
ス
ク
ム
・
ス
ク
ヨ
カ
と
ス
ク
ス
ク
（
ト
）・
ス
ク
ス
ク
シ
―
―
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も
「
生
真
面
目
さ
」
と
「
そ
っ
け
な
さ
」
を
表
す
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
語
幹
の
近
似
性
の
た
め
後
代
に
な
っ
て
意
味
が
接
近

し
て
い
っ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

一
、　

は
じ
め
に

平
安
時
代
の
和
文
資
料
の
類
義
語
研
究
は
、
こ
の
三
〇
年
間
―
―
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
』（
一
九
八
一
〜
）、『
国
語
語
彙
史

の
研
究
』（
一
九
八
〇
〜
）
の
刊
行
時
期
を
一
つ
の
画
期
と
見
て
―
―
で
か
な
り
進
ん
で
き
て
お
り
、
基
礎
語
の
意
味
記
述
は
、

代
表
的
古
語
辞
典
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
一
定
の
水
準
に
至
り
、
言
わ
ば
成
熟
期
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。

近
年
で
は
、
例
え
ば
、
ツ
ヤ
ツ
ヤ
、
ツ
ヤ
ヤ
カ
（
1
）
等
の
、
語
幹
を
共
有
す
る
語
彙
の
語
形
成
や
派
生
の
研
究
が
特
に
進
展

し
て
お
り
、
意
味
の
解
釈
も
よ
り
深
ま
り
を
増
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、
語
幹
が
共
通
で
あ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
、
意
味
も
お
お
か
た
類
似
す
る
も
の
と
似
た
よ

う
な
表
現
で
ま
と
め
ら
れ
、
細
部
の
相
違
が
曖
昧
な
ま
ま
記
述
さ
れ
て
い
た
り
（
例
え
ば
、
ナ
ヨ
系
語
彙
（
2
）
ほ
か
）、
類
義
語

間
の
意
味
的
な
関
係
が
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
（
例
え
ば
、
ナ
ヨ
系
語
彙
と
た
を
系
語
彙
の
間
の
意
味
の

相
違
）
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
例
と
し
て
、
久
保
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
ナ
ヨ
系
語
彙
を
取
り
上
げ
検
討
し

た
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
ス
ク
系
語
彙
に
も
、
同
様
の
課
題
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

少
し
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
ス
ク
を
共
通
語
幹
と
す
る
た
め
、
辞
書
や
先
行
論
文
な
ど
の
一
部
で
は
、
語
幹
ス
ク
の
中
心
的
意

義
を
「
強
い
、
硬
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
解
釈
し
て
、
す
べ
て
の
派
生
語
彙
（
ス
ク
ム
、
ス
ク
ス
ク
（
ト
）、
ス
ク
ス
ク
シ
、

ス
ク
ヨ
カ
）
を
、
一
つ
の
語
幹
を
中
心
と
し
て
、
相
互
に
派
生
関
係
に
あ
る
語
彙
と
し
て
語
義
も
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
き
ら
い
が
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あ
る
。
す
こ
し
抽
象
的
に
図
解
す
れ
ば
、
次
の
図
１
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
節
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
用
例
を
詳
密
に
見
て
い
く
と
、
語
幹
ス
ク
系
の
語
彙
と
、
重
複
形
ス
ク
ス
ク
系
語
幹
（
以
下
、
重
複
系
と
も
呼
ぶ
場

合
が
あ
る
）
の
語
彙
と
で
は
意
味
が
や
や
異
な
り
、語
幹
ス
ク
は
「
硬
さ
、強
さ
」、重
複
形
ス
ク
ス
ク
は
む
し
ろ
「
ス
ム
ー
ズ
さ
、

動
作
の
滑
か
さ
」
を
表
す
よ
う
に
、
近
似
し
つ
つ
も
系
統
が
違
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
次
の
図
２

の
よ
う
な
二
列
の
系
統
と
捉
え
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

表１　22作品の用例数
作品

語形 竹取土佐伊勢平中大和多武峰 篁 宇津保蜻蛉落窪和泉

すくすく（と） 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
すくすくし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
すくよか 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
すくむ 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 0

作品
語形 枕 源氏 紫 堤 寝覚 浜松 更級 狭衣 大鏡讃岐 とりかえ 計

すくすく（と） 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 5
すくすくし 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 5
すくよか 1 35 1 1 4 0 1 3 0 0 17 66
すくむ 0 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 13

図１

 

 

スクム スクスクト

スク語幹 

スクヨカ スクスクシ

図２

スクスク ……→ スクスクト ・ スクスクシ
 　スク

（共通互換？） 
　スク ……→ 　スクム 

……→ 　スクヨカ 

別系統か？ 
…→
…→
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こ
の
二
系
列
の
元
は
、
遡
れ
ば
語
幹
ス
ク
と
し
て
同
源
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
代
す
で
に
重
複
系
の
ほ
う
が
は
や
く
出
現

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
重
複
形
ス
ク
ス
ク
系
は
単
純
語
幹
ス
ク
系
と
は
異
な
っ

た
意
味
的
歩
み
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
代
以
前
ま
で
推
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
、
速
度
や
運
動
の
ス
ム
ー
ズ
さ
を
表
す
重
複
形
ス
ク
ス
ク
系
は
、
当
初
か
ら
擬
音
語
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
し
て
出
現
し
て
い
て
、
単

純
語
幹
系
と
は
意
味
が
も
と
も
と
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
後
代
に
な
っ
て
語
幹
の
近
似
性
か
ら
、
む
し
ろ
後
で

意
味
が
接
近
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
ら
思
わ
せ
る
。

本
稿
で
は
、
語
彙
の
語
形
成
研
究
、
派
生
語
研
究
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ス
ク
系
語
彙
の
相
互
の
意
味
の
近
さ
と
と
も

に
、
異
質
性
を
解
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
論
の
調
査
、
分
析
方
法
と
し
て
は
、
平
安
和
文
二
十
二
作
品
か
ら
用
例
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
味
、
用
法
を
、

文
脈
に
注
目
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
二
十
二
作
品
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

『
竹
取
物
語
』〈
以
下
『
竹
取
』
と
略
す
〉、『
土
佐
日
記
』〈
同
じ
く
『
土
佐
』〉、『
伊
勢
物
語
』〈『
伊
勢
』〉、『
平
中
物
語
』〈『
平

中
』〉、『
大
和
物
語
』〈『
大
和
』〉、『
多
武
峰
少
将
物
語
』〈『
多
武
峰
』〉、『
篁
物
語
』〈『
篁
』〉、『
宇
津
保
物
語
』〈『
宇
津
保
』〉、

『
蜻
蛉
日
記
』〈『
蜻
蛉
』〉、『
落
窪
物
語
』〈『
落
窪
』〉、『
和
泉
式
部
日
記
』〈『
和
泉
』〉、『
枕
草
子
』〈『
枕
』〉、『
源
氏
物
語
』〈『
源

氏
』〉、『
紫
式
部
日
記
』〈『
紫
』〉、『
堤
中
納
言
物
語
』〈『
堤
』〉、『
夜
の
寝
覚
』〈『
寝
覚
』〉、『
浜
松
中
納
言
物
語
』〈『
浜
松
』〉、『
更

級
日
記
』〈『
更
級
』〉、『
狭
衣
物
語
』〈『
狭
衣
』〉、『
大
鏡
』〈『
大
鏡
』〉、『
讃
岐
典
侍
日
記
』〈『
讃
岐
』〉、『
と
り
か
へ
ば
や
』

〈『
と
り
か
へ
』〉

用
例
調
査
の
前
段
階
と
し
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』、
主
要
古
語
辞
典
（『
小
学
館
古
語
大
辞
典
』、『
角
川
古
語
大
辞
典
』、『
岩

波
古
語
辞
典
』、『
古
典
基
礎
語
辞
典
』）
を
中
心
に
、語
釈
を
概
観
し
ま
と
め
る
。
辞
典
の
語
釈
と
先
行
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
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そ
の
結
果
の
検
証
を
し
つ
つ
、
用
例
に
現
れ
る
意
味
変
化
の
傾
向
を
分
析
す
る
。
な
お
、
本
論
で
用
例
の
引
用
の
た
め
に
用
い
た

本
文
は
、『
蜻
蛉
』『
落
窪
』『
源
氏
』『
堤
』『
寝
覚
』『
狭
衣
』
は
大
系
本
に
よ
り
、
そ
の
他
次
の
も
の
は
以
下
の
資
料
に
よ
っ
た
。

な
お
、
便
宜
的
に
漢
字
を
当
て
る
な
ど
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

『
古
事
記
』
―
高
木
市
之
助
・
富
山
民
蔵
編
『
古
事
記
総
索
引　

本
文
編
』
平
凡
社
一
九
七
四
年

『
竹
取
物
語
』
―
山
田
忠
雄
編
『
竹
取
物
語
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
一
九
五
八
年

『
平
中
物
語
』
―
曽
田
文
雄
編
『
平
中
物
語
総
索
引　

本
文
篇
』
初
音
書
房
一
九
六
九
年

『
宇
津
保
物
語
』
―
宇
津
保
物
語
研
究
会
『
宇
津
保
物
語　

本
文
と
索
引　

本
文
編
』
笠
間
書
院
一
九
七
三
年

『
枕
草
子
』
―
榊
原
邦
彦
等
編
『
枕
草
子
総
索
引
』
右
文
書
院　

一
九
六
七
年

『
紫
式
部
日
記
』
―
石
井
文
夫
・
青
島
徹
編
『
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
（
改
訂
増
補
）〈
復
刻
版
〉』
牧
野
出
版
一
九
九
九
年

『
更
級
日
記
』
―
東
節
夫
編
『
御
物
本　

更
級
日
記
総
索
引　

本
文
編
』
武
蔵
野
書
院
一
九
五
六
年

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
―
鈴
木
弘
道
著
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
研
究　

校
注
編　

解
題
編
』
笠
間
書
院
一
九
七
三
年

な
お
以
下
で
は
、「
二
、
辞
典
で
の
解
釈
」、「
三
、
先
行
研
究
」、「
四

一
、
単
純
語
幹
ス
ク
語
彙
」、「
四

二
、
重
複
形
ス

ク
ス
ク
系
語
彙
」、「
五
、
ま
と
め
」
の
順
に
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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二
、
辞
典
で
の
解
釈

ま
ず
は
意
味
論
的
研
究
の
先
行
研
究
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
古
語
辞
典
の
語
釈
を
概
観
す
る
。
ス
ク
系
語
彙
で
、「
ス
ク
」
を
語

根
と
し
て
持
つ
動
詞
「
ス
ク
ム
」、
重
複
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」、
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」、
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
に
つ

い
て
見
て
い
く
。
本
章
で
取
り
扱
う
辞
典
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
二
版
』（
以
下
『
日
国
二
』）
と
、
古
語
辞
典
と
し
て
主
要
と

な
る
四
辞
典
、『
古
語
大
辞
典
』
小
学
館
（
以
下
『
小
学
館
』）、『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
以
下
『
角
川
』）、『
岩
波
古
語
辞
典
』（
以

下
『
岩
波
』）、『
古
典
基
礎
語
辞
典
』（
以
下
『
基
礎
』）
で
あ
る
（
各
辞
典
の
詳
細
な
語
釈
は
後
掲
の
表
２
を
参
照
）。

動
詞「
ス
ク
ム
」は
、『
基
礎
』を
除
く
四
辞
典
に
記
載
が
あ
る
。
ど
の
辞
典
に
も
共
通
す
る
の
が
、「
身
体
が
硬
直
す
る
」意
味
と
、

「
心
や
精
神
が
か
た
く
な
で
あ
る
」
意
味
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、『
日
国
』『
岩
波
』
は
「
動
か
な
く
な
る
」、『
角
川
』
は
「
行

動
の
自
由
を
失
う
」
と
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、『
角
川
』
で
は
、「
物
が
縮
ん
で
し
わ
に
な
る
さ
ま
」、『
小
学
館
』
で
は
、「
紙

や
衣
な
ど
が
固
い
感
じ
が
す
る
」
さ
ま
を
表
す
と
し
て
い
る
。
全
体
的
に
見
て
、
動
詞
「
ス
ク
ム
」
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
、「
固

く
な
る
さ
ま
」と「
縮
む
、萎
縮
す
る
さ
ま
」を
表
す
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
、辞
典
に
よ
っ
て
そ
の
傾
向
は
異
な
る
。『
角
川
』

は
他
の
辞
典
に
比
べ
て
「
縮
む
、萎
縮
す
る
さ
ま
」
に
偏
っ
て
い
て
、逆
に
『
岩
波
』
に
は
「
縮
む
、萎
縮
す
る
さ
ま
」
は
な
く
、「
固

く
な
る
さ
ま
」
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
動
詞
「
ス
ク
ム
」
は
辞
典
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
傾
向
の
違
い

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
典
の
解
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
用
例
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

続
い
て
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
で
あ
る
が
、五
辞
典
す
べ
て
に
記
載
が
あ
る
。
意
味
分
類
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、「
固

さ
」、「
き
ま
じ
め
さ
」、「
無
風
流
」
か
ら
意
味
が
派
生
し
て
い
る
こ
と
が
、
い
ず
れ
の
辞
典
か
ら
も
わ
か
る
。
最
も
細
か
く
分
類

さ
れ
て
い
る
の
は
『
日
国
』
で
、
解
説
が
詳
し
い
の
は
『
基
礎
』
で
あ
る
。
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次
に
、
重
複
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
基
礎
』
を
除
く
四
辞
典
に
記
載
が
あ
る
。
語
釈
に
お
い
て
共

通
し
て
「
滞
り
な
く
進
む
さ
ま
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。『
日
国
』
の
み
「
よ
そ
に
心
を
向
け
な
い
で
た
だ
ひ
た
む
き
に
進
ん
で

行
く
さ
ま
」
と
い
う
語
釈
が
別
に
あ
る
が
、
重
複
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
に
つ
い
て
は
、
辞
書
に
よ
る
大
き
な
違
い
や
、
傾

向
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
全
用
例
の
共
通
点
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
他
の
派
生
語
と
の
関
連
を
調
査
し
て
い
く
。

最
後
に
重
複
形
容
詞「
ス
ク
ス
ク
シ
」で
あ
る
。『
基
礎
』を
除
く
四
辞
典
に
記
載
が
あ
る
。
語
釈
に
は「
き
ま
じ
め
」「
無
風
流
」

が
共
通
し
て
あ
り
、『
日
国
』『
小
学
館
』『
岩
波
』
に
は
、
そ
の
周
辺
的
な
意
味
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
日
国
』
に
は
「
そ
っ
け
な

い
。
お
も
し
ろ
み
が
な
い
。」
な
ど
が
あ
る
。
意
味
の
広
が
り
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
き
ま
じ
め
」「
無
風
流
」
と
い
う
意

味
の
点
で
は
、「
ス
ク
ヨ
カ
」と
共
通
性
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
の
程
度
抽
象
化
が
起
き
て
い
る
か
な
ど
は
、

用
例
を
詳
し
く
分
析
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
日
国
』『
角
川
』『
岩
波
』
で
は
、
語
根
に
つ
い
て
も
触
れ

ら
れ
て
い
て
、「「
す
く
む
」「
す
く
よ
か
」
な
ど
の
「
す
く
」
と
同
根
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、『
日
国
』
で
は
「
同
根
か
」
と
疑
問

形
に
な
っ
て
お
り
、
断
言
し
て
い
な
い
た
め
、
語
根
の
関
係
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
回
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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日本国語大辞典

①恐れや緊張・疲労などでか
らだがこわばって動かなくな
る。硬直して動かなくなる。
すくまる。
②身をちぢめて小さくなる。
③こわばる。ごわごわする。
④かたくなである。窮屈であ
る。

①とどこおりなく速やかに進
んで行くさま、また、元気に
勢いよく成長するさまを表す
語。ずんずん。ぐんぐん。ど
んどん。
②よそに心を向けないで、た
だひたむきに進んで行くさ
ま、飾らず率直に行うさまを
表す語。

（「すくむ」「すくよか」「きす
く」などの「すく」と同根か）
よかれあしかれ、風流さ・優
美さ・やさしさ・思いやりな
どのないさまをいう。きまじ
めである。あだめいたところ
がない。そっけない。情にこ
わい。無風流である。おもし
ろみがない

①からだつきがしっかりして
いるさま。
②健康であるさま。元気であ
るさま。しゃんとしているさ
ま。
③ごつい感じであるさま。ま
た、たけだけしいさま。
④心が強くしっかりしている
さま。毅然としてたじろがな
いさま。
⑤性質や行動がきまじめであ
るさま。なまめかしさや風流
なところがなく、律儀なさま。
剛であるさま。
⑥無愛想で、とりつくしまも
ないさま。そっけないさま。
⑦紙などが、かたく、ごわご
わしているさま。
⑧山などがけわしいさま。

小学館古語大辞典

（「する」は硬・強の意）
自マ四①筋肉が硬直する。こ
わばりひきつる。
②紙や衣などが固い感じがす
る。
③心に柔軟性がない。とりす
ます。固くて動きがとれない
かたくなである。
他マ下二　固くちぢこませ
る。縮める。動きのとれない
ようにする。

すみやかに滞りなく進むさ
ま。ずんずん。ぐんぐん。

①優美さがないさま。愛敬が
ない。優しさがない。無骨だ。
無風流だ。
②すげないさま。ぶっきらぼ
うだ。つっけんどんだ。
③飾り気がなく率直なさま。
きまじめだ。実直だ。厳格だ。

①紙などが固くごわごわして
いるさま。
②衣服がしっかりとして折り
目正しいさま。またそのよう
な衣服を着用しているさま。
③体が強くしっかりするさ
ま。元気でしゃんとしている
さま。
④心を強くしっかりと持つさ
ま。気丈でめげないさま。
⑤分別があり、言動に節度の
あるさま。また、強いて分別
くさく取り繕うさま。
⑥情味に乏しくいかついさ
ま。また、体力や武力にすぐ
れているさま。勇猛。

角川古語大辞典

マ四①労、病、心理作用によ
り、身体やその部位が、硬直
して行動の自由を失う。
②身体やその部位が縮まり、
小さくなる。
③物が縮んで、しわになる。
④精神が柔軟性を欠き、かた
くなである。
マ下二①身体やその部位を縮
め、小さくする
②略③柔軟性をなくさせ、萎
縮させる。

物事が滞ることなくずんずん
と進行していくさま。

「すくむ」「すくよか」と同根。
きまじめであるさま。無愛想
であるさま。

「すく」は「すくむ」の「す
く」と同語で、それに接尾語
「よか」の接したもの。固く、
しゃんとしていて柔軟でない
さま。「すくやか」「すこやか」
とも。
①体つきがしっかりしてい
て、元気そうであるさま。
②心がしっかりしていて、毅
然としているさま。
③性質が生真面目で、そっけ
なく、とっつきにくいさま。
④紙や衣の、固くごわごわし
ているさま。また、山などの
険しいさま。

表２
辞典の語釈

す
く
む

す
く
す
く
（
と
）

す
く
す
く
し

す
く
よ
か
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古典基礎語辞典

記載なし

記載なし

記載なし

スクは、スクム（竦む、かた
くなてうごかなくなる意）・
スクスクシ（いかにもかた苦
しいの意）のスクと同根。語
根スクは硬くまっすぐである
意。スクヨカは、スクな感じ
を与えるさま。しっかりして
いる、きちんとしている意。
また、やわらかな情味に欠け
る意。肉体的あるいは精神的
にしっかりしているさまをい
う用法は、現代語の「すこや
か」につながっている。
①体がしっかりしている。丈
夫である。元気である。
②まじめでしっかりしてい
る。
③物事がきちんとしている。
④無風流である。無粋である。
⑤そっけない。無愛想である。
⑥山などが険しい。

岩波古語辞典

マ四①硬直して動かなくな
る。
②緊張し、固くなる。しゃち
こばる。
③柔軟性がなく、ごわごわす
る。こわばる。
マ下二①こわばらせる。また、
ぎこちなくする。
②身動きならぬようにする。

（スクヨカと同根）　強い勢い
で、滞りなく進むさま。ずん
ずん。

（スクヨカと同根。堅く真直
ぐで、しなやかな弾力性に欠
けている意）
①いかにも堅苦しい。
②いかにもきまじめで、一本
調子だ。
③無愛想である。そっけない。

（スクミ（疎）・スクスクシと
同根。硬直しているさまが原
義）
①険阻なさま。
②そっけないさま。ぶっきら
ぼうなさま。無愛想なさま。
③真面目なさま。
④硬く、しっかりしているさ
ま。くずした所のないさま。
⑤丈夫・健康なさま。

表２
辞典の語釈

す
く
む

す
く
す
く
（
と
）

す
く
す
く
し

す
く
よ
か
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主
要
五
辞
典
の
他
に
、『
暮
ら
し
の
こ
と
ば　

擬
音
・
擬
態
語
辞
典
』
の
重
複
副
詞
「
す
く
す
く
」
の
記
載
内
容
を
挙
げ
る
。

「
す
く
す
く
」

時
の
経
過
に
従
い
滞
る
こ
と
な
く
順
調
に
成
長
・
発
達
す
る
様
子
。
子
供
や
植
物
が
順
調
に
成
長
し
て
丈
が
伸
び
る
場
合
に

用
い
る
ほ
か
、
ひ
げ
が
伸
び
る
時
な
ど
に
も
使
う
。
植
物
で
は
特
に
筍
の
成
長
ぶ
り
を
い
う
。
平
安
時
代
の
『
竹
取
物
語
』

に
「
こ
の
児
、
養
ふ
程
に
す
く
す
く
と
大
き
に
な
り
ま
さ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
成
長
の
異
常
な
早
さ
は
竹
と
の
関
連
を
想

起
さ
せ
る
。

考
参
　

奈
良
時
代
の
『
古
事
記
』
に
「
楽
浪
路
（
さ
さ
な
み
ぢ
）
を
す
く
す
く
と
我
が
行
せ
ば
や
」
と
あ
る
。
滞
ら
な
い

点
は
現
代
と
同
じ
だ
が
、
成
長
で
は
な
く
移
動
の
様
子
。（
小
島
聡
子
）

こ
れ
は
現
代
語
に
お
け
る
「
す
く
す
く
」
の
語
釈
で
あ
る
が
、
古
代
語
に
お
け
る
「
す
く
す
く
」
に
も
触
れ
て
い
る
。
現
代
語

に
お
い
て
も
、
滞
り
な
く
成
長
・
発
達
す
る
様
子
を
表
し
、
古
代
語
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
古
語
辞
典
に
お
い
て
も
、
副

詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
語
釈
は
多
く
が
「
滞
り
な
く
進
む
」
で
変
化
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
意

味
・
用
法
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
先
行
研
究

三

一　

和
田
利
政
氏
「『
す
く
よ
か
』
考
」

ス
ク
系
語
彙
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
和
田
利
政
氏
の
（
一
九
八
三
）「『
す
く
よ
か
』
考
」（『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀

要
』
14
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
和
田
氏
が
ま
と
め
た
結
論
を
次
に
引
用
す
る
。

Ⅰ
．
人
と
の
応
接
に
お
け
る
言
動
に
関
し
て
、
内
心
の
感
情
を
押
さ
え
、
表
向
き
の
立
場
を
分
別
し
て
理
性
的
に
振
舞
う
さ

ま
を
、
内
心
と
の
対
比
に
お
い
て
表
す
。
ま
た
、
常
に
そ
れ
の
で
き
る
人
の
性
格
を
い
う
。

Ⅱ
．
人
の
心
身
の
状
態
に
つ
い
て
、
不
安
定
・
不
健
全
で
あ
っ
た
経
過
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
と
対
比
的
な
あ
る
時
点
で
の
安

定
し
た
健
全
な
動
作
・
状
態
を
表
す
。

Ⅲ
．
衣
服
・
書
状
・
絵
に
描
く
山
容
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
少
数
例
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
用
い
方
・
描
き
方
が
、
公
的
・

儀
礼
的
・
様
式
的
で
あ
る
さ
ま
を
、
私
的
・
日
常
的
な
も
の
と
の
対
比
に
お
い
て
表
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
、
対
比
概
念
を
踏
ま
え
て
表
さ
れ
る
健
全
性
や
公
的
・
理
性
的
な
性
質
に
共
通
す
る
実
質
概
念
を
求
め
る
な
ら
、

そ
れ
は
強
さ
・
固
さ
・
こ
わ
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
同
根
と
目
さ
れ
る
動
詞
「
す
く
む
」
が
、
本
来
柔
ら

か
で
あ
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
固
く
こ
わ
ば
る
こ
と
を
表
す
の
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
宇
津
保
』『
源
氏
』
以
降
の
用
例
を
引
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
古
く
か
ら
の
基
本
的
意
味
や
中
古
の
変
遷
を
考
え
る

上
で
は
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
用
法
も
考
慮
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
結
論
に
つ
い
て
は
、
概
ね
小
学
館
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『
古
語
大
辞
典
』
の
語
誌
記
載
事
項
と
同
様
で
、
実
質
概
念
は
「
強
さ
・
固
さ
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
動
詞
「
ス
ク
ム
」
と
の

関
わ
り
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
ス
ク
ム
」
の
用
例
を
挙
げ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
実
際
に
用
例

を
分
析
し
て
考
察
し
た
い
。
な
お
、
付
記
に
お
い
て
、「
同
根
と
目
さ
れ
る
「
す
く
む
」「
き
す
く
」「
す
く
す
く
と
」「
す
く
す
く

し
」
と
の
比
較
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
的
関
係
、
お
よ
び
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
木
之
下
正
雄
氏

『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』
に
簡
明
な
説
明
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三

二　

木
之
下
正
雄
氏
『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』　
「
二
九　

す
く
む　

き
す
く　

す
く
よ
か　

す
く
す
く
し
」

和
田
利
政
氏
（
三

一
参
照
）
も
参
考
に
さ
れ
て
い
た
、
木
之
下
正
雄
氏
の
ス
ク
系
語
彙
の
説
明
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
。
木
之

下
氏
は
『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』（
一
九
六
八
、
至
文
堂
）
で
、
ス
ク
系
語
彙
の
根
本
と
な
る
「
ス
ク
ム
」、
語
根
ス
ク
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

名
義
抄
に
「
胝　

ス
ク
ム
」
と
あ
る
。
皮
膚
が
固
く
な
っ
て
、
た
こ
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
語
根
ス
ク
は
、
柔
軟
で
あ
る
べ

き
肉
体
が
固
く
な
っ
て
直
線
に
な
る
、硬
直
す
る
さ
ま
を
さ
す
。「
す
っ
く
と
立
ち
上
が
る
」の
ス
ッ
ク
ト
も
こ
の
語
で
あ
る
。

語
根
ス
ク
は
、「
柔
軟
で
あ
る
べ
き
も
の
が
固
く
な
る
さ
ま
」
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
基
準
に
「
ス
ク
ム
」「
ス
ク
ヨ
カ
」

「
ス
ク
ス
ク
ト
」「
ス
ク
ス
ク
シ
」
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
適
宜
抜
粋
し
、
紹
介
し
て
お
く
。

す
く
む　

寒
さ
・
立
ち
疲
れ
・
悲
し
み
な
ど
で
、
体
が
硬
直
す
る
さ
ま
を
さ
す
。
…
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ま
た
、
身
体
以
外
の
衣
・
紙
・
文
字
・
心
の
持
ち
よ
う
が
、
凝
固
し
て
柔
軟
で
な
く
な
る
こ
と
を
表
わ
す
。「
す
く
み
た
る

衣
ど
も
押
し
や
り
。
厚
肥
え
た
る
（
衣
）
重
ね
て
」（
紫
式
部
四
七
六
）。「
す
く
み
た
る
衣
」
は
「
厚
肥
え
た
る
」
の
反
対

で
あ
る
。
大
系
に
、
縮
ん
で
し
わ
に
な
っ
た
衣
と
注
す
る
が
、
中
宮
の
御
供
の
公
式
の
服
装
な
の
で
、
こ
わ
ば
っ
た
温
も
り

の
な
い
衣
服
で
、
字
類
抄
の
「
衣
ス
ク
ヨ
カ
ナ
リ
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
柔
ら
か
い
温
か
い
着
物
に
着
換
え
た
の
で

あ
る
。「
唐
の
紙
の
す
く
み
た
る
に
」（
梅
枝
三　

一
七
三
）
も
厚
く
て
固
い
紙
で
あ
ろ
う
。

「
ス
ク
ヨ
カ
」
に
つ
い
て
は
、
意
味
を
Ａ
〜
Ｄ
の
四
つ
に
分
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

Ａ　

身
体
に
つ
い
て　
「（
犬
宮
ハ
）
い
と
大
き
に
て
首
も
す
く
やマ

マか
な
り
」（
宇
「
蔵
開
上
」
二　

三
二
八
）。
赤
ん
坊
の
首

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
さ
ま
で
あ
る
。「（
明
石
入
道
ハ
）
昼
は
日
一
日
い
を
の
み
寝
暮
し
、夜
は
す
く
よ
か
に
起
き
ゐ
て
」

（
明
石
二
九
三
）。
体
を
崩
さ
ず
に
し
ゃ
ん
と
起
き
て
坐
っ
て
い
る
さ
ま
。「
お
と
ど
、
い
と
す
く
よ
か
に
起
き
ゐ
給
ひ
て
」

（
宇
「
国
譲
下
」
三　

二
九
六
）。
今
ま
で
臥
し
て
い
た
の
が
ま
っ
す
ぐ
に
起
き
直
っ
て
、
の
意
味
で
あ
る
。

　
　

ス
ク
ヨ
カ
は
体
が
ま
っ
す
ぐ
に
し
ゃ
ん
と
し
て
い
る
さ
ま
を
さ
す
が
、広
く
「
強
健
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
、

現
代
語
の
「
強
健
」
よ
り
も
意
味
が
広
く
、そ
の
折
の
体
の
調
子
・
気
分
に
も
用
い
ら
れ
る
。「
今
日
は
か
か
る
（
昇
進
ノ
）

御
よ
ろ
こ
び
、（
柏
木
ガ
）
聊
か
す
く
よ
か
に
も
や
と
こ
そ
思
ひ
侍
り
つ
れ
」（
柏
木
四　

三
一
）、「（
源
氏
ハ
此
ノ
頃
ハ
）

す
く
よ
か
に
も
思
さ
れ
ず
」（
御
法
四　

一
九
〇
）。
体
の
調
子
が
よ
い
、
気
分
が
す
ぐ
れ
る
、
の
意
味
で
あ
る
。

Ｂ　

山
容
が
直
線
的
で
、
な
だ
ら
か
で
な
い
さ
ま
。「
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
山
の
気
色
」（
帚
木
一　

六
九
）。

Ｃ　

紙
や
衣
服
な
ど
の
厚
く
固
く
、ぴ
ん
と
張
っ
て
い
る
さ
ま
。「
い
と
こ
は
く
す
く
よ
か
な
る
紙
」（
堤
「
虫
め
づ
る
姫
君
」
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三
八
〇
）、「
御
装
束
す
く
よ
か
に
」（
栄
華
「
根
合
」
下
四
五
二
）、
字
類
抄
「
衣
ス
ク
ヨ
カ
ナ
リ
」。

Ｄ　

源
語
【
引
用
者
注
＝
『
源
氏
物
語
』
の
こ
と
】
の
ス
ク
ヨ
カ
の
大
部
分
は
、
応
待
の
し
か
た
や
性
質
が
直
線
的
で
固
く

て
な
だ
ら
か
で
な
い
感
じ
に
用
い
ら
れ
る
。「
気
強
」「
剛
直
」
に
近
い
。
キ
ス
ク
と
殆
ど
同
じ
意
味
で
、
両
語
と
も
「
き

ま
じ
め
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
キ
ス
ク
は
謹
し
み
の
気
持
ち
が
含
ま
れ
て
尊
敬
の
気
持
で
使
わ
れ
、
ス
ク
ヨ
カ
は
ご
つ
ご
つ

と
し
た
剛
直
な
感
じ
が
主
で
、「
無
愛
想
」
の
方
に
傾
く
。「（
僧
都
ハ
）
す
く
よ
か
に
言
ひ
て
物
ご
は
き
さ
ま
し
給
へ
れ
ば
」

（
若
紫
一　

一
九
一
）。
言
い
方
が
剛
直
で
柔
ら
か
み
が
な
い
。
つ
ま
り
、
無
愛
想
な
さ
ま
で
あ
る
。「（
夕
霧
ハ
）
い
と
ま

め
や
か
に
す
く
よ
か
に
物
し
給
ふ
人
を
」（
夕
霧
四　

一
一
三
）。
ま
じ
め
で
堅
く
、
で
あ
る
。
勿
論
男
女
関
係
に
つ
い
て

で
あ
る
。
現
代
語
の
「
き
ま
じ
め
」
よ
り
は
、
堅
い
、
強
い
感
じ
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
ス
ク
ヨ
カ
」は
語
根「
ス
ク
」の「
固
く
な
る
さ
ま
」か
ら
派
生
し
て
意
味
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
、簡
明
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
の
説
明
で
、
現
代
語
の
「
き
ま
じ
め
」
よ
り
堅
い
、
強
い
感
じ
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
点
は
根
拠
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い

が
、
平
安
文
学
に
お
け
る
「
ス
ク
ヨ
カ
」
が
表
す
「
き
ま
じ
め
」
さ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
す
く
す
く
と
」
の
段
で
は
、「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
と
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
差
異
に
触
れ
て
い
る
。

歩
行
（
応
神
紀
、
狭
衣
三
九
八
）、
子
ど
も
の
成
長
（
竹
取
二
九
、
宇
「
俊
蔭
」
一　

七
四
）
に
用
い
ら
れ
、
直
線
的
に
進

ん
で
滞
る
こ
と
の
な
い
さ
ま
を
表
す
。
現
代
語
「
す
く
す
く
」「
す
た
す
た
」。
ス
ク
ヨ
カ
が
「
硬
直
」
の
「
硬
」
の
意
味
を

多
く
保
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
直
」
の
意
味
を
多
く
保
っ
て
い
る
。
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「
ス
ク
ヨ
カ
」
と
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
で
は
、
表
す
性
質
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
（「
滞
る
こ
と
が
な
い
さ
ま
」

と
い
う
点
は
、
動
作
・
処
作
の
ス
ム
ー
ス
さ
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
わ
か
る
）。
そ
し
て
、「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
は
「
ス

ク
ヨ
カ
」
に
あ
る
ま
じ
め
さ
を
表
す
こ
と
は
な
く
、「
歩
く
状
態
そ
の
も
の
を
表
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、「
ス
ク
ス

ク
シ
」
に
つ
い
て
は
、

す
く
す
く
と
歩
く
状
態
か
ら
受
け
る
、
脇
目
も
ふ
ら
な
い
ひ
た
す
ら
な
感
じ
・
性
質
を
表
す
。

と
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、「
ス
ク
ス
ク
シ
」
の
意
味
・
用
法
は
幅
が
あ
り
、「
物
の
言
い
方
、
待
遇
の
し
か
た
」「
人
間
の
性
質
」「
紙

や
消
息
文
」
な
ど
の
、
総
じ
て
「
一
本
気
な
き
ま
じ
め
さ
」
を
表
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四
、
ス
ク
系
語
彙

四

一　

単
純
語
幹
ス
ク
語
彙

ま
ず
は
、
ス
ク
単
純
語
幹
の
動
詞
「
ス
ク
ム
」
の
用
例
分
析
か
ら
始
め
て
み
た
い
。「
ス
ク
ム
」
は
、「
状
態
が
固
く
変
化
す
る
」

を
基
本
的
性
質
と
す
る
と
考
え
ら
れ
、
身
体
に
関
す
る
用
法
の
他
、
人
の
心
や
性
質
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
。『
日
国
二
』
に

よ
れ
ば
、
初
出
は
『
蜻
蛉
』
で
、
次
に
出
現
す
る
と
さ
れ
る
の
が
『
宇
津
保
』
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
例
を
挙
げ
る
。

（
一
）「
あ
ま
た
あ
る
中
に
、
こ
れ
は
お
く
れ
じ
お
く
れ
じ
と
惑
は
る
る
も
し
る
く
、
い
か
な
る
に
か
あ
ら
む
、
足
手
な
ど
た
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だ
す
く
み
に
す
く
み
て
、
絶
え
い
る
や
う
に
す
。」『
蜻
蛉
』（
傍
線
・
波
線
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

（
二
）「
か
く
、
い
み
じ
う
や
み
給
つ
れ
ど
、
う
み
給
て
は
こ
と
な
る
事
も
な
し
。
た
だ
こ
と
な
く
、
御
み
す
く
み
て
ぞ
お
は

す
る
。」『
宇
津
保
』

動
詞
「
ス
ク
ム
」
は
初
出
例
か
ら
、
足
や
手
と
い
っ
た
体
の
一
部
が
引
き
つ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
次
の
『
宇
津
保
』
で
も

体
が
こ
わ
ば
る
意
味
で
あ
る
（（
二
）
の
他
で
は
「
身
も
す
く
み
に
て
」）。
そ
の
後
の
『
落
窪
』
の
三
例
（「
口
す
く
め
た
る
か
た
」

「
身
も
す
く
む
心
地
す
。」「
す
く
み
た
る
や
う
に
て
ゐ
給
へ
り
」）
ま
で
は
同
じ
よ
う
な
身
体
に
関
わ
る
用
法
で
、ひ
き
つ
っ
た
り
、

身
を
ち
ぢ
め
て
固
く
な
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
源
氏
』
以
降
は
そ
れ
に
限
ら
ず
、
人
の
心
や
性
質
に
つ
い
て
も
用

い
ら
れ
る
精
神
的
な
用
法
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
三
）
ひ
た
お
も
む
き
に
す
く
み
た
ま
へ
る
御
心
に
て
、
人
の
御
心
動
き
ぬ
べ
き
こ
と
多
か
り
。　
『
源
氏
』
真
木
柱

（
四
）
唐
の
紙
の
い
と
す
く
み
た
る
に
、
草
書
き
た
ま
へ
る
、
す
ぐ
れ
て
め
で
た
し
と
見
た
ま
ふ
に
、
…　
『
源
氏
』
梅
枝

（
五
）
大
臣
の
御
お
き
て
の
あ
ま
り
す
く
み
て
、
な
ご
り
な
く
く
づ
ほ
れ
た
ま
ひ
ぬ
る
を
、
世
人
も
言
ひ
出
づ
る
こ
と
あ
ら

ん
や
。『
源
氏
』
藤
裏
葉
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（
三
）
は
髭
黒
大
将
の
「
融
通
の
き
か
な
い
」
性
格
を
表
し
て
い
る
。「
ひ
た
お
も
む
き
に
」
つ
ま
り
一
徹
で
あ
る
こ
と
も
共
起

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も「
融
通
の
き
か
な
い
」固
い
性
格
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
四
）は
唐
の
紙
が
固
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

（
五
）
は
雲
井
雁
と
夕
霧
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
、
内
大
臣
（
雲
居
雁
の
父
）
の
態
度
が
頑
な
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
固
く
変
化
す
る
」
さ
ま
か
ら
性
格
な
ど
の
精
神
的
「
固
さ
」
が
強
調
さ
れ
、
物
な
ど
の
物
理
的
固
さ
を
表

わ
す
原
義
か
ら
派
生
し
た
意
味
・
用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、形
容
動
詞「
ス
ク
ヨ
カ
」の
用
例
分
析
の
あ
ら
ま
し
を
、ま
ず
先
に
述
べ
る
。『
日
国
二
』に
よ
れ
ば
、初
出
は『
宇
津
保
』で
、

三
例
あ
る
。
そ
の
意
味
・
用
法
は
、身
体
（
二
例
）
と
紙
と
い
う
物
理
的
な
物
の
性
質
に
つ
い
て
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
様
子
や
、

紙
の
固
さ
を
い
う
。
初
出
の
『
宇
津
保
』
の
用
例
は
、
子
ど
も
の
首
が
座
っ
て
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
て
、
順

調
に
成
長
し
た
「
結
果
」
と
し
て
、首
の
状
態
が
「
固
い
」
も
し
く
は
「
強
い
」
こ
と
を
、「
ス
ク
ヨ
カ
」
で
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
例
か
ら
も
「
ス
ク
ヨ
カ
」
が
表
す
も
の
の
基
本
は
、「
固
さ
」「
強
さ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
点
は
、
辞
書

や
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
動
詞
「
ス
ク
ム
」
と
関
連
の
深
い
語
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、『
源
氏
』
の
用
例
か
ら
は
、「
ス
ク
ム
」
と
同
様
に
様
々
な
も
の
を
対
象
と
し
、
意
味
用
法
も
広
が
っ
て
い
る
。
平
安

後
期
か
ら
は
「
毅
然
と
し
た
態
度
」
な
ど
男
性
的
な
も
の
、
理
想
的
な
男
性
を
表
す
も
の
も
現
れ
、
女
性
的
な
も
の
、
理
想
的
な

女
性
を
表
す
「
ナ
ヨ
ビ
カ
」
や
「
タ
ヲ
ヤ
カ
」
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
以
上
が
分
析
し
て
み
て
の

概
観
で
あ
る
が
、
以
下
に
具
体
的
に
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、『
宇
津
保
』
の
三
例
を
見
て
い
く
。

（
六
）
女
御
の
き
み
、
か
き
い
だ
き
た
て
ま
つ
り
て
み
せ
た
て
ま
つ
り
給
。
大
宮
見
た
ま
へ
ば
、
い
と
お
ほ
き
に
て
、
く
び

も
す
く
よ
か
な
り
。」『
宇
津
保
』〈（
座
っ
て
い
な
い
首
の
柔
ら
か
さ
に
対
し
て
）
し
っ
か
り
と
座
っ
て
い
る
様
子
〉
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（
七
）
ち
う
し
（
中
紙
）
の
す
く
よ
か
な
る
に
つ
つ
み
て
、
山
よ
り
少
将
の
て
に
い
と
よ
く
か
き
に
せ
て
、
…
『
宇
津
保
』

（
八
）
お
と
ど
、
い
と
す
く
よ
か
に
お
き
ゐ
た
ま
ひ
て
、「
か
し
こ
に
は
つ
げ
つ
や
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
…　
『
宇
津
保
』

（
六
）
は
『
宇
津
保
』
の
最
初
の
例
で
あ
り
、「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
初
出
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
首
が
し
っ
か
り
す
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。「
新
全
集
」
の
頭
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
首
が
す
わ
る
の
が
生
後
三
か
月
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
五
十
日
」
で
す
で
に
首
が
す
わ
っ
て
い
る
の
は
非
常
に
早
い
成
長
と
い
え
、
こ
の
文
脈
か
ら
著
し
い
変
化
、
つ
ま
り
成
長
を
象

徴
す
る
表
現
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、こ
こ
で
の
「
ス
ク
ヨ
カ
」
は
成
長
の
結
果
と
し
て
「
首
が
し
っ
か
り
す
わ
っ
て
い
る
」

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、形
容
動
詞
の
状
態
を
表
現
す
る
働
き
を
考
え
る
と
、首
が
す
わ
っ
て
い
る
、首
の
状
態
と
し
て
「
固

さ
」
や
「
強
さ
」
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
く
『
宇
津
保
』
の
他
の
例
（
七
）（
八
）
は
、
い
ず
れ
も
（
六
）
と
異
な
り
、
よ
り
「
固
さ
」
や
「
強
さ
」
を
基
に
し
た
こ

と
が
わ
か
り
や
す
い
例
で
あ
る
。（
七
）
に
つ
い
て
は
、
中
紙
、
つ
ま
り
品
質
が
中
程
度
の
優
美
で
は
な
い
紙
の
飾
り
気
が
な
い

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
紙
は
風
流
で
は
な
い
の
で
、
後
の
「
無
風
流
」
に
も
つ
な
が
る
。
人
で
は
な
く
物
に
対
し
て

用
い
ら
れ
た
初
め
て
の
例
で
あ
る
。（
八
）
は
引
用
部
分
の
前
に
、「
御
衾
を
引
き
か
づ
き
て
う
つ
伏
し
て
」
で
あ
っ
た
の
が
、
元

気
に
な
っ
て
起
き
上
が
る
と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
元
気
に
な
る
こ
と
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

『
宇
津
保
』
の
三
例
を
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
「
固
さ
」
や
「
強
さ
」
が
根
本
に
あ
り
、
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
性
質
と
し

て
で
は
な
く
、「
弱
い
」「
柔
ら
か
い
」「
元
気
で
な
い
」
も
の
な
ど
か
ら
の
変
化
や
対
比
的
な
用
い
ら
れ
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、（
六
）

で
は
、
初
め
は
座
っ
て
い
な
い
柔
ら
か
い
子
ど
も
の
首
が
座
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
し
っ
か
り
と
し
て
き
て
、
固
ま
っ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
る
。
他
の
例
も
柔
ら
か
い
紙
と
の
対
比
で
紙
の
「
固
さ
」、
伏
し
て
元
気
の
な
い
状
態
か
ら
変
化
し
て
、
身
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体
が
元
気
な
（
丈
夫
な
）「
強
さ
」
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
「
固
さ
」「
強
さ
」
と
い
う
点
で
「
ス
ク
ム
」
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、「
ス

ク
ヨ
カ
」
は
「
ス
ク
ム
」
の
持
つ
、「
固
さ
」「
強
さ
」
と
い
っ
た
基
本
的
性
質
か
ら
派
生
し
て
い
る
よ
う
で
、
意
味
的
に
見
て
も

語
幹
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、『
宇
津
保
』
の
次
に
用
例
が
見
ら
れ
る
『
枕
』
以
降
の
例
を
見
て
い
く
。『
枕
』
以
降
は
、「
生
真
面
目
」「
そ
っ
け
な
さ
」

に
加
え
、「
し
っ
か
り
と
し
た
」「
毅
然
と
し
た
」
男
ら
し
さ
も
表
す
よ
う
に
な
る
。
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
は
、『
枕
』
以
降

多
数
の
例
が
あ
る
た
め
、
意
味
・
用
法
と
し
て
典
型
的
な
例
を
抜
粋
し
て
挙
げ
て
い
く
。

（
九
）
さ
れ
ど
、
す
く
よ
か
な
る
は
、「
夜
ふ
け
ぬ
。
御
門
危
か
な
り
」
な
ど
笑
ひ
て
出
で
ぬ
る
も
あ
り
。

　
　
『
枕
』

「
生
真
面
目
な
、
几
帳
面
な
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
女
性
の
も
と
に
顔
を
出
し
に
来
る
男
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

女
性
に
対
し
て
特
別
に
思
い
を
か
け
て
い
る
人
は
追
い
払
わ
れ
て
も
夜
が
明
け
る
ま
で
座
り
続
け
る
が
、
真
面
目
だ
と
帰
っ
て

行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
の
『
枕
』
の
例
で
も
、
ま
じ
め
な
人
の
歩
き
方
に
用

い
ら
れ
て
い
て
、『
枕
』
で
は
ス
ク
系
の
語
を
「
生
真
面
目
さ
」
に
関
わ
る
語
と
し
て
考
え
て
い
た
き
ら
い
が
あ
る
。

（
一
〇
）
か
ら
（
十
二
）
は
『
源
氏
』
の
例
で
あ
る
。『
源
氏
』
の
例
は
三
十
四
例
と
多
く
、意
味
の
幅
も
著
し
い
。「
ス
ク
ヨ
カ
」

が
男
ら
し
さ
を
表
す
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
も
『
源
氏
』
の
例
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
〇
）「
か
の
祖
母
に
語
ら
ひ
は
べ
り
て
聞
こ
え
さ
せ
む
」
と
、
す
く
よ
か
に
言
ひ
て
、
も
の
ご
は
き
さ
ま
し
た
ま
へ
れ
ば
、
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若
き
御
心
に
恥
づ
か
し
く
て
、
え
よ
く
も
聞
こ
え
た
ま
は
ず
。　
『
源
氏
』
若
紫

（
十
一
）
す
く
よ
か
な
る
世
の
常
の
人
に
な
ら
ひ
て
は
、
ま
し
て
言
ふ
方
な
き
御
け
は
ひ
あ
り
さ
ま
を
見
知
り
た
ま
ふ
に
も
、

思
ひ
の
ほ
か
な
る
身
の
置
き
所
な
く
恥
づ
か
し
き
に
も
、
涙
ぞ
こ
ぼ
れ
け
る
。　
『
源
氏
』
真
木
柱

（
十
二
）
こ
れ
は
才
の
際
も
ま
さ
り
、
心
用
ゐ
男
男
し
く
、
す
く
よ
か
に
、
足
ら
ひ
た
り
と
世
に
お
ぼ
え
た
め
り
。　
『
源
氏
』

藤
裏
葉

（
一
〇
）
は
源
氏
の
申
し
出
に
対
し
て
僧
都
が
返
事
を
す
る
場
面
で
、
そ
の
僧
都
ら
し
い
無
愛
想
な
言
い
方
を
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
そ
っ
け
な
さ
」
を
表
し
て
い
て
、「
生
真
面
目
」
と
と
も
に
平
安
時
代
を
通
し
て
用
例
の
あ
る
用
法
で
あ
る
。（
十
一
）

は
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
（
七
）
と
同
じ
よ
う
な
「
無
風
流
」
を
基
に
し
た
用
法
で
あ
る
。「
世
の
常
の
人
」
つ
ま
り
並
大
抵
の
人
に

か
か
っ
て
、
特
別
に
風
流
で
な
い
、
お
も
し
ろ
み
が
な
い
こ
と
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
。（
七
）
の
固
い
紙
の
無
風
流
さ
と
通

じ
る
と
考
え
ら
れ
、
意
味
・
用
法
が
「
固
さ
」
や
「
強
さ
」
か
ら
広
く
派
生
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。（
十
二
）

は
前
述
の
と
お
り
、「
ス
ク
ヨ
カ
」
が
男
ら
し
さ
を
表
す
さ
き
が
け
と
な
る
例
で
あ
る
。「
心
用
ゐ
男
男
し
く
、
す
く
よ
か
に
…
」

と
あ
り
、
男
性
の
し
っ
か
り
し
た
性
質
を
表
現
し
て
い
て
、
男
ら
し
さ
を
表
す
最
初
の
例
で
あ
る
。『
源
氏
』
以
前
は
「
ま
じ
め
」

や
「
無
愛
想
」
を
基
に
し
た
例
が
中
心
だ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
用
法
で
、
意
味
や
用
法
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
挙
げ
る
『
と
り
か
へ
』
の
例
も
男
ら
し
さ
を
表
す
例
で
、『
と
り
か
へ
』
で
多
く
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
十
三
）「
さ
は
い
へ
ど
、
い
と
す
く
よ
か
に
、
も
の
あ
ざ
や
か
な
る
と
こ
ろ
さ
へ
添
ひ
に
け
り
」
と
、
目
も
あ
や
に
御
覧
ぜ

ら
る
。　
『
と
り
か
へ
』
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（
十
四
）
さ
は
い
へ
ど
、
け
け
し
く
も
て
な
し
、
す
く
よ
か
な
る
見
る
目
こ
そ
男
な
れ
、
と
り
込
め
た
て
ら
れ
て
は
せ
ん
方

な
く
心
弱
き
に
…　
『
と
り
か
へ
』

（
十
三
）
は
男
君
が
大
将
と
し
て
出
仕
し
て
、
帝
に
奏
上
す
る
様
子
を
「
毅
然
と
し
」
た
も
の
と
し
て
と
表
現
し
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
女
君
が
大
将
と
し
て
男
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
た
の
が
、
本
物
の
男
に
な
っ
て
男
ら
し
い
毅
然
と
し
た
感
じ
が
加
わ
っ
た

と
い
う
文
脈
で
あ
る
。『
と
り
か
へ
』
で
は
、
度
々
男
ら
し
さ
を
表
す
「
毅
然
と
し
た
さ
ま
」
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
参
考

に
「
毅
然
と
し
た
さ
ま
」
を
表
す
用
例
（
十
四
）
を
挙
げ
る
が
、
こ
の
場
合
は
男
性
に
対
し
て
で
は
な
く
、
女
君
が
扮
す
る
中
納

言
の
普
段
の
男
ら
し
い
振
る
舞
い
や
外
見
を
「
す
く
よ
か
な
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

『
源
氏
』
以
降
平
安
後
期
の
作
品
で
は
、
男
性
に
つ
い
て
「
毅
然
と
し
て
い
る
」「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と
い
う
用
法
が
多
く

み
ら
れ
る
。
男
性
ら
し
さ
を
表
す
語
と
し
て
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
女
性
ら
し
さ
を
表
す
形
容
動
詞
「
な

よ
び
か
」
や
「
た
を
や
か
」
の
対
義
語
と
し
て
の
位
置
を
得
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

四

二　

重
複
形
ス
ク
ス
ク
系
語
彙

重
複
情
態
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
は
、
平
安
和
文
作
品
中
で
は
、『
竹
取
』、『
平
中
』、『
宇
津
保
』、『
寝
覚
』、『
狭
衣
』
に

出
現
す
る
が
、『
日
国
二
』
に
よ
れ
ば
、初
出
は
『
古
事
記
』
に
遡
る
。
い
ず
れ
も
「
勢
い
よ
く
成
長
し
て
い
く
過
程
」
や
「（
空
が
）

勢
い
よ
く
明
る
く
な
っ
て
い
く
過
程
」、「
順
調
に
前
に
進
む
様
子
」
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
「
状
態
の
変

化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
」
と
い
う
の
が
、「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
基
本
的
性
質
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
変
化

や
動
き
が
進
む
〈
過
程
〉
の
様
子
や
状
態
を
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
で
表
し
て
い
る
。「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
全
用
例
に
お
い
て
は
、
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こ
の
基
本
的
性
質
を
大
き
く
外
れ
る
よ
う
な
変
化
や
抽
象
化
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
ず
は
、初
出
の『
古
事
記
』の
用
例
を
見
て
い
く
。

（
十
五
）
こ
の
蟹
や　

何
処
の
蟹　

百
伝
ふ　

角
鹿
の
蟹　

横
去
ら
ふ　

何
処
に
至
る　

伊
知
遅
島　

美
島
に
著
き　

鳰
鳥

の
潜
き
息
づ
き　

し
な
だ
ゆ
ふ　

楽
浪
路
を　

須
久
須
久
登　

我
が
い
ま
せ
ば
や　

木
幡
の
道
に
遇
は
し
し
嬢
子
…

『
古
事
記
』

応
神
天
皇
の
歌
謡
で
、
食
膳
に
供
さ
れ
た
蟹
に
寄
せ
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
楽
浪
路
（
さ
さ
な
み
じ
）
を
ず
ん
ず
ん
歩
い
て

い
く
と
解
釈
で
き
て
、
こ
こ
で
の
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
用
法
は
、
勢
い
よ
く
滞
り
な
く
移
動
す
る
、
前
に
進
む
過
程
を
表
す

も
の
で
、「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
さ
ま
」
に
沿
う
例
で
あ
る
。。

続
い
て
、
平
安
和
文
作
品
の
用
例
を
挙
げ
て
い
く
。

（
十
六
）
こ
の
児
、
養
ふ
程
に
、
す
く
す
く
と
大
き
に
な
り
ま
さ
る
。　
『
竹
取
』

（
十
七
）『
秋
の
夜
の
夢
は
は
か
な
く
あ
ふ
と
い
ふ
と
』
と
い
へ
ば
、
を
と
こ
、『
春
に
か
へ
り
て
ま
さ
し
か
る
ら
む
』
と
い

ひ
け
る
ほ
ど
に
、す
く
す
く
と
あ
か
く
な
り
に
け
れ
ば
、「
い
ま
は
は
や
お
は
せ
む
と
こ
ろ
へ
お
は
し
ね
」
と
い
へ
ば
、

…　
『
平
中
』

（
十
八
）
か
か
る
ほ
ど
に
、
こ
の
こ
は
す
く
す
く
と
、
ひ
き
の
ぶ
も
の
の
や
う
に
お
ほ
き
に
な
り
ぬ
。

　
　
　
『
宇
津
保
』
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（
十
六
）は
か
ぐ
や
姫
が
滞
り
な
く
勢
い
よ
く
成
長
し
て
い
く
様
子
を「
ス
ク
ス
ク（
ト
）」で
表
し
て
い
る
。（
十
七
）夜
が
明
け
、

「
暁
の
空
」「
辺
り
」
が
見
る
見
る
明
る
く
変
化
し
て
い
く
様
子
を
表
し
て
い
る
。（
十
八
）
は
『
竹
取
』
と
同
じ
よ
う
に
成
長
す

る
様
子
で
、「
ひ
き
の
ぶ
も
の
の
や
う
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
長
の
著
し
さ
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
『
宇
津
保
』
で
出
現

し
て
か
ら
『
枕
』
に
も
『
源
氏
』
に
も
出
現
し
な
い
が
、『
寝
覚
』
と
『
狭
衣
』
で
一
例
ず
つ
現
れ
る
。

（
十
九
）
い
づ
か
た
に
も
、
い
と
聞
き
に
く
く
、
く
る
し
く
」
な
ど
、
う
た
が
ひ
な
く
、
す
く
す
く
と
言
ひ
つ
づ
け
た
る
を

聞
き
給
心
地
、
世
の
つ
ね
な
ら
ず
、
あ
さ
ま
し
。　
『
寝
覚
』

（
二
〇
）
そ
れ
よ
り
や
が
て
火
の
光
見
ゆ
る
方
様
へ
、
す
く
す
く
と
お
は
す
れ
ど
、
殊
更
に
な
よ
や
か
に
し
な
し
給
へ
る
御

衣
の
音
な
ひ
は
、
あ
は
た
だ
し
き
風
の
紛
れ
に
て
、
聞
き
つ
く
る
人
も
な
し
。

　
　
　
『
狭
衣
』

（
十
九
）
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
話
す
様
子
を
表
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
古
事
記
』
の
移
動
や
『
竹
取
』、『
宇
津
保
』
の

成
長
と
は
異
な
る
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、「
滞
り
な
く
進
む
」
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。（
二
〇
）
の
『
狭
衣
』
の
例
は
、『
古

事
記
』
と
同
じ
く
歩
く
様
子
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
、「
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
さ
ま
」
を
表
し
て
い
る
。
平
安
以

前
の
『
古
事
記
』
の
例
も
踏
ま
え
て
分
析
し
て
き
た
が
、
ど
の
用
例
も
共
通
し
て
「
状
態
の
変
化
や
動
作
の
動
き
が
勢
い
よ
く
、

滞
り
な
く
進
む
さ
ま
」
で
、
そ
の
過
程
を
表
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
重
複
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
は
、
大
き

な
変
化
が
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
変
化
の
過
程
を
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
変
化
の
結
果
を
表
す
形
容
動
詞
「
す
く
よ
か
」
と
の
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違
い
で
も
あ
る
。

次
に
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
初
出
は
『
日
国
二
』
に
よ
れ
ば
、『
枕
草
子
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
副
詞

「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
基
本
的
性
質
「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
さ
ま
」
に
通
じ
る
「
さ
っ
さ
と
ま
っ

す
ぐ
歩
く
」
と
い
う
意
味
・
用
法
で
あ
り
、『
狭
衣
物
語
』
に
出
る
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
用
例
（
二
〇
）
と
ほ
ぼ
同
じ
意

味
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
過
程
を
捉
え
て
い
る
点
も
重
複
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
に
通
じ
る
。

（
二
十
一
）
な
ほ
あ
け
な
が
ら
帰
る
を
待
つ
に
、
君
た
ち
の
声
に
て
、「
荒
田
に
生
ふ
る
と
み
草
の
花
」
と
う
た
ひ
た
る
、
こ

の
た
び
は
今
少
し
を
か
し
き
に
、
い
か
な
る
ま
め
人
に
か
あ
ら
む
、
す
く
す
く
し
う
さ
し
あ
ゆ
み
て
往
ぬ
る
も
あ

れ
ば
、
笑
ふ
を
、
…　
『
枕
草
子
』

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
共
起
す
る
「
ま
め
人
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
ま
じ
め
な
人
」
の
歩
き
方
を
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
と
表
現
し

た
こ
と
は
、
こ
の
後
の
ス
ク
系
語
彙
の
意
味
の
広
が
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
ま
で
言
い

き
れ
な
く
て
も
、
真
面
目
さ
と
の
関
連
は
あ
る
よ
う
で
、
同
じ
く
『
枕
』
に
出
る
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
用
例
は
、「
生
真

面
目
な
人
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

『
枕
』
の
後
に
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
が
出
現
す
る
の
は
、『
寝
覚
』、『
と
り
か
へ
』
の
二
作
品
で
あ
る
。『
寝
覚
』
以
降
は
、
副
詞

「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
さ
ま
」
と
い
う
基
本
的
性
質
と
通
じ
る
意
味
・
用

法
で
は
な
く
、「
生
真
面
目
さ
」
や
「
そ
っ
け
な
い
・
実
直
な
」
様
子
と
い
っ
た
も
の
を
表
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
意
味
・
用
法

の
変
化
を
、
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
詳
し
く
解
説
し
て
い
く
。
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（
二
十
二
）『
い
ま
は
心
や
す
く
』
と
、
た
ち
か
へ
り
、
例
の
ひ
ま
な
く
」
と
、
人
も
思
ひ
、
わ
が
心
に
も
、
な
ま
う
る
さ
く

心
化
粧
せ
ら
れ
給
ふ
に
、
御
参
り
の
す
ぐ
す
ぐ
し
き
御
消
息
の
お
き
て
よ
り
ほ
か
に
、
御
消
息
も
な
く
、
ま
し
て
、

み
づ
か
ら
は
見
え
給
は
ぬ
を
、
人
々
も
あ
や
し
く
思
ふ
に
、
…　
『
寝
覚
』

（
二
十
二
）
は
「
す
ぐ
す
ぐ
し
き
」
と
濁
音
の
形
に
な
っ
て
い
て
、
何
ら
か
の
解
釈
や
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
意
味

は
「
便
り
が
事
務
的
で
、
私
事
の
な
い
ま
じ
め
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
て
、
重
複
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
の
意
味

の
傾
向
に
沿
う
と
判
断
し
、考
え
て
い
く
。
こ
れ
は
、（
二
十
一
）
の
『
枕
』
の
用
例
と
は
異
な
り
、完
全
に
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」

の
基
本
的
性
質
を
含
ま
な
い
異
な
る
用
法
で
あ
る
。

（
二
十
三
）「
み
だ
り
心
地
さ
め
ざ
め
し
く
の
み
と
り
な
し
…
」
と
、
い
と
す
く
す
く
し
く
、
あ
ざ
や
か
に
言
ひ
給
へ
る
に
、

…　
『
寝
覚
』

（
二
十
三
）
は
寝
覚
の
上
が
発
言
す
る
様
子
を
表
現
し
た
用
法
で
あ
る
。「
あ
ざ
や
か
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
淡
々
と
は
っ

き
り
と
話
す
様
子
は
、
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
（
十
九
）『
寝
覚
』
の
用
例
と
同
じ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
形
容
詞
の
用

法
は
、
話
し
方
よ
り
も
話
し
て
い
る
寝
覚
の
上
の
そ
っ
け
な
い
態
度
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」

と
は
少
し
異
な
る
。
た
だ
し
、
過
程
を
捉
え
て
い
る
点
で
同
じ
で
あ
る
。
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（
二
十
四
）
か
か
る
所
に
い
つ
と
な
く
つ
く
づ
く
と
な
が
め
た
ま
ふ
姫
君
た
り
の
御
心
の
う
ち
い
か
な
ら
ん
と
、
い
み
じ
う

心
苦
し
う
思
ひ
や
ら
る
る
に
、
こ
の
世
近
き
方
は
な
く
、
唐
国
の
心
地
も
の
す
く
す
く
し
う
深
き
も
の
の
あ
は
れ

な
ど
は
知
ら
れ
た
ま
は
ず
や
あ
ら
ん
、
…　
　
『
と
り
か
へ
』

（
二
十
五
）退
け
ひ
き
返
事
せ
ざ
ら
ん
も
、わ
が
身
い
と
あ
や
し
か
る
べ
け
れ
ば
、例
の
す
く
す
く
し
う
う
ち
書
き
て
、…　
『
と

り
か
へ
』

（
二
十
四
）
は
「
も
の
す
く
す
く
し
」
の
か
た
ち
で
あ
る
が
、
唐
土
育
ち
の
姫
君
に
つ
い
て
、
日
本
的
な
風
情
が
な
い
、
も
し

く
は
知
ら
な
い
で
、
無
風
流
で
あ
る
こ
と
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
二
十
五
）
は
手
紙
の
返
事
を
無
視
せ
ず
、
真
面
目

に
書
く
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
寝
覚
』
以
降
の
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
は
「
生
真
面
目
さ
」「
実
直
さ
」
や
「
そ
っ
け

な
さ
」「
無
風
流
」
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
平
安
時
代
の
用
例
の
中
で
、『
枕
』
か
ら
『
と
り
か
へ
』
ま
で
で
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

平
安
時
代
を
通
し
て
見
て
い
く
と
、
意
味
や
用
法
の
変
化
は
あ
る
が
、『
枕
』
の
用
例
（
二
十
一
）
が
副
詞
の
『
狭
衣
』（
二
〇
）

と
同
じ
用
法
で
あ
る
点
、（
二
十
一
）（
二
十
三
）
に
お
い
て
は
過
程
を
捉
え
て
い
る
点
な
ど
通
じ
る
部
分
が
あ
り
、
副
詞
「
ス
ク

ス
ク
（
ト
）」
と
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
は
同
じ
系
統
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

五
、
ま
と
め

本
論
で
は
、
語
幹
ス
ク
の
重
複
系
と
単
純
語
幹
系
と
の
差
異
や
関
係
性
を
探
る
た
め
、
各
語
の
用
例
を
分
析
し
、
考
察
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
を
最
後
に
総
括
す
る
。
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ま
ず
、
動
詞
「
ス
ク
ム
」
は
「
状
態
が
固
く
変
化
す
る
」
を
基
本
に
、
身
体
に
関
す
る
用
法
や
、
人
の
心
や
性
質
に
関
す
る
用

法
が
見
ら
れ
る
。
初
出
は
『
蜻
蛉
』
で
、『
宇
津
保
』『
落
窪
』
が
並
び
、
い
ず
れ
も
身
体
に
関
わ
る
用
法
で
、
ひ
き
つ
っ
た
り
縮

め
て
固
く
な
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
変
化
の
過
程
で
は
な
く
、
結
果
の
状
態
に
視
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
『
源

氏
』
以
降
は
、
身
体
に
限
ら
ず
人
の
心
や
性
質
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
融
通
の
き
か
な
い
「
固
い
」
性
格
や
頑

な
な
態
度
、
唐
の
紙
の
「
固
さ
」
な
ど
が
あ
り
、「
固
さ
」
を
強
く
残
し
な
が
ら
派
生
し
て
い
く
。
こ
の
動
詞
「
ス
ク
ム
」
と
関

連
の
深
い
語
が
、
単
純
語
幹
系
の
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
で
あ
る
。

形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
は
動
詞
「
ス
ク
ム
」
と
同
じ
く
単
純
語
幹
系
で
、「
固
さ
」
や
「
強
さ
」
を
基
本
と
し
た
意
味
・
用

法
で
あ
る
。
主
に
人
の
性
格
や
体
に
つ
い
て
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
様
子
（
強
さ
）
や
紙
な
ど
の
「
固
さ
」
を
表
す
の
に
用
い

ら
れ
る
。
ま
た
、「
ス
ク
ム
」
と
同
じ
よ
う
に
成
長
や
変
化
の
結
果
と
し
て
「
強
い
」
も
し
く
は
「
固
い
」
状
態
に
視
点
が
あ
る

の
も
特
徴
で
あ
る
。
初
出
の
『
宇
津
保
』
に
は
三
例
あ
り
、
成
長
し
て
首
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
様
子
、
紙
の
素
材
の
固
さ
、
伏

し
た
状
態
か
ら
回
復
し
元
気
な
様
子
を
表
す
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
『
枕
』
で
は
「
固
い
」
イ
メ
ー
ジ
か
ら

「
生
真
面
目
さ
」
を
表
し
、
後
の
例
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
用
法
で
あ
る
。『
源
氏
』
以
降
は
さ
ら
に
派
生
し
、
無
愛
想

な
言
い
方
な
ど
か
ら
「
そ
っ
け
な
い
」
様
子
、固
い
紙
の
風
流
の
無
さ
か
ら
「
無
風
流
さ
」、さ
ら
に
は
男
性
の
「
し
っ
か
り
し
た
」

様
子
や
「
毅
然
と
し
た
」
態
度
へ
と
変
わ
り
、
平
安
後
期
に
は
男
性
ら
し
さ
を
表
す
語
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
も
「
固
さ
」
や
「
強
さ
」
を
基
に
派
生
し
て
い
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
動
詞
「
ス
ク
ム
」
と
形
容
動
詞
「
ス
ク

ヨ
カ
」
に
は
共
通
点
が
多
く
、
意
味
・
用
法
の
根
本
に
あ
る
も
の
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
同
じ
系
統
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

続
い
て
、
重
複
系
の
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
と
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
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重
複
情
態
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
は
、
平
安
和
文
作
品
中
で
は
、『
竹
取
』、『
平
中
』、『
宇
津
保
』、『
寝
覚
』、『
狭
衣
』
に

出
現
す
る
が
、初
出
は
『
古
事
記
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
勢
い
よ
く
成
長
し
て
い
く
過
程
」
や
「（
空
が
）
勢
い
よ
く
明
る
く
な
っ

て
い
く
過
程
」、「
順
調
に
前
に
進
む
様
子
」
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、

滞
り
な
く
進
む
」
と
い
う
の
が
、「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
の
基
本
的
性
質
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
進
む
〈
過
程
〉
を
「
ス
ク
ス
ク

（
ト
）」
で
表
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、『
竹
取
』
で
か
ぐ
や
姫
の
成
長
の
勢
い
や
滞
り
な
い
こ
と
を
、『
平
中
』
で
夜
が
明
け
て

明
る
く
変
化
し
て
い
く
様
子
を
、『
寝
覚
』
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
話
す
様
子
、『
狭
衣
』
で
歩
き
方
に
つ
い
て
滞
り
な
く
勢
い
よ

く
進
む
様
子
を
表
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
用
例
も
、
基
本
的
意
味
と
考
え
ら
れ
る
「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な

く
進
む
」
と
い
う
要
素
を
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
は
、
初
出
の
『
枕
』（
二
十
一
）
で
は
副
詞
の
基
本
「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な

く
進
む
」
と
通
じ
る
用
法
で
あ
る
が
、
後
の
例
の
用
法
は
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
意
味
・
用
法
に
接
近
し
て
い
く
様
子
が
う

か
が
え
る
。
初
出
例
（
二
十
一
）
は
副
詞
の
用
例
（
二
〇
）
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
「
さ
っ
さ
と
ま
っ
す
ぐ
歩
く
」
と
い
う
意

味
・
用
法
で
あ
る
。
こ
の
用
例
で
は
、
真
面
目
な
人
の
歩
き
方
で
、
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
「
生
真
面
目
さ
」
に
通
じ
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
次
の
『
寝
覚
』（
二
十
二
）
以
降
は
「
生
真
面
目
さ
」
や
「
そ
っ
け
な
さ
」
を
表
す
用
法
と
な
る
。
こ
の
よ

う
に
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
に
通
じ
る
よ
う
に
見
え
る
例
が
あ
る
が
、『
枕
』
の
例
（
二
十
一
）
の
歩
き
方
や
『
寝
覚
』
の
例

（
二
十
三
）の
話
し
方
な
ど
、動
き
や
変
化
の
過
程
を
表
現
し
て
い
る
点
で
は
副
詞「
ス
ク
ス
ク（
ト
）」に
通
じ
る
。初
出
例（
二
十
一
）

が
副
詞
と
同
様
に
「
状
態
の
変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
」
を
基
に
し
た
意
味
・
用
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
も

と
は
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
と
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
は
同
じ
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
ス
ク
」
語
幹
語
彙
四
語
の
意
味
と
変
遷
は
と
ら
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
「
ス
ク
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ス
ク
シ
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
重
複
系
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
と
副
詞
「
ス
ク
ス
ク
（
ト
）」
と
は
、「
固
さ
」
や
「
強
さ
」
を
基
に

し
た
単
純
語
幹
系
と
は
差
異
が
あ
り
、「
過
程
」
を
表
現
し
て
い
る
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
複
系
の
副
詞
「
ス
ク

ス
ク
（
ト
）」・
形
容
詞
「
ス
ク
ス
ク
シ
」
と
、単
純
語
幹
系
の
動
詞
「
ス
ク
ム
」・
形
容
動
詞
「
ス
ク
ヨ
カ
」
と
は
異
な
る
系
統
（
少

な
く
と
も
平
安
時
代
に
は
）と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
し
て
、そ
れ
が
や
が
て
形
容
詞「
ス
ク
ス
ク
シ
」と
形
容
動
詞「
ス

ク
ヨ
カ
」
が
、
平
安
中
期
以
降
「
生
真
面
目
さ
」
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
語
の
意
味
は
接
近
し
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

「
ス
ク
ム
」
＝
「
状
態
が
固
く
変
化
す
る
」
を
基
本
的
性
質
と
し
、
身
体
に
関
す
る
用
法
の
他
、
人
の
心
や
性
質
に
つ
い
て
も
用

い
ら
れ
る
。

「
ス
ク
ヨ
カ
」
＝
人
の
性
格
や
身
体
に
つ
い
て
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」「
真
面
目
で
あ
る
」
様
子
や
、
紙
の
固
さ
を
表
す
。

「
ス
ク
ス
ク
ト
」
＝
「
勢
い
よ
く
成
長
し
て
い
く
過
程
」「
順
調
に
前
に
進
む
様
子
」
な
ど
を
表
し
、
基
本
的
性
質
は
「
状
態
の

変
化
や
動
き
が
勢
い
よ
く
、
滞
り
な
く
進
む
」
で
あ
る
。

「
ス
ク
ス
ク
シ
」
＝
初
出
の
『
枕
』
の
用
例
で
は
、「
さ
っ
さ
と
ま
っ
す
ぐ
歩
く
」
こ
と
を
表
し
、
基
本
的
性
質
に
通
じ
る
用
法

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
真
面
目
な
人
の
歩
き
方
」
を
表
す
こ
と
も
あ
り
、
後
の
例
の
用
法
は
「
ス
ク
ヨ
カ
」
の
意
味
、
用
法

に
接
近
し
て
い
く
。

今
回
取
り
上
げ
た
、「
ス
ク
」
語
幹
語
彙
の
よ
う
に
、
語
幹
が
共
通
し
て
、
語
構
成
や
品
詞
（
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
副
詞
な
ど
）

を
異
に
す
る
語
彙
は
、
他
に
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
よ
う
な
派
生
語
間
に
お
け
る
意
味
の
詳
細
な
分
析
が
、
ま
だ
必
要
な
語
彙
は
少
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な
く
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
品
詞
の
異
な
る
語
の
間
に
お
け
る
、
意
味
の
変
化
の
方
向
や
変
化
時
期
も
、
そ
れ
ぞ
れ
で
微
妙
に

異
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
比
較
す
る
精
度
を
よ
り
詳
密
に
し
て
、
よ
り
詳
し
い
派
生
関
係
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

付
記

　

本
稿
は
、
久
保
が
次
の
題
名
に
て
、
学
習
院
大
学
大
学
院
へ
二
〇
一
三
年
度
に
提
出
し
た
修
士
論
文
（
安
部
清
哉
教
授
御
指
導
）
の
中

で
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
修
論
か
ら
本
稿
を
な
す
過
程
で
も
安
部
教
授
に
御
助
言
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
派
生
関
係
様
態
用

言
語
彙
の
語
彙
史
研
究

―
平
安
和
文
の
副
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
変
化
を
中
心
に

―
』

注
（
１
）  

東
郷
吉
男
（
一
九
八
二
）「
平
安
時
代
に
お
け
る
重
複
型
語
幹
の
形
容
詞
に
つ
い
て
―
か
な
系
文
学
作
品
の
用
例
を
中
心
に
」『
国

語
学
』
一
三
〇
で
、
ツ
ヤ
系
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。
東
郷
氏
は
同
論
文
に
お
い
て
、
他
に
キ
ラ
系
、
ハ
ナ
系
、
ホ

ノ
系
の
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
次
の
も
の
も
参
考
と
さ
せ
て
戴
い
た
。
蜂
矢
真
郷
（
一
九
九
八
）『
国
語
重
複
語
の
語
構

成
論
的
研
究
』
塙
書
房
、
蜂
矢
真
郷
（
二
〇
一
〇
）『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
塙
書
房
、
蜂
矢
真
郷
（
二
〇
一
四
）『
古

代
語
形
容
詞
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
。

（
２
）  

久
保
（
二
〇
一
五
予
定
）「
平
安
和
文
資
料
に
お
け
る
『
ナ
ヨ
』
系
派
生
語
彙
の
語
義
比
較
」。
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【
参
考
文
献
】

○
関
連
論
文

木
之
下
正
雄 
（
一
九
六
八
）『
日
本
文
法
新
書　

平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』
至
文
堂

和
田
利
政 
（
一
九
八
三
）「『
す
く
よ
か
』
考
」『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
』
十
四

久
保
香
珠 

（
二
〇
一
四
）「
古
代
語
体
系
か
ら
近
代
語
体
系
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
和
漢
対
立
語
の
意
味
変
化
『
の
が
る
』『
ま
ぬ
か
る
』

を
例
と
し
て
」『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
五
七

久
保
香
珠 

（
二
〇
一
五
予
定
）「
平
安
和
文
資
料
に
お
け
る
『
ナ
ヨ
』
系
派
生
語
彙
の
語
義
比
較
―
ナ
ヨ
ナ
ヨ
・
ナ
ヨ
ヨ
カ
・
ナ
ヨ
ラ
カ
・

ナ
ヨ
ビ
カ
―
」（
投
稿
中
）

○
辞
典
類

『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
小
学
館　

二
〇
〇
一
年

『
古
語
大
辞
典
』
小
学
館

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
角
川
書
店　

一
九
四
八
年

『
岩
波
古
語
辞
典
』
岩
波
書
店　

[

第
１
版]

一
九
七
四
年 [

補
訂]

一
九
九
六
年

『
古
典
基
礎
語
辞
典
』
角
川
学
芸
出
版　

二
〇
一
一
年

『
暮
ら
し
の
こ
と
ば　

擬
音
・
擬
態
語
辞
典
』
講
談
社　

二
〇
〇
三
年

○
用
例
文
の
引
用
文
献

高
木
市
之
助
、
富
山
民
蔵
編
『
古
事
記
総
索
引　

本
文
編
』
平
凡
社
一
九
七
四
年

山
田
忠
雄
『
竹
取
物
語
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
一
九
五
八
年

曽
田
文
雄
『
平
中
物
語
総
索
引　

本
文
篇
』
初
音
書
房
一
九
六
九
年

宇
津
保
物
語
研
究
会
『
宇
津
保
物
語　

本
文
と
索
引　

本
文
編
』
一
九
七
三
年

『
日
本
古
典
文
学
大
系
二
四　

蜻
蛉
日
記
』
岩
波
書
店　

一
九
八
九
年

『
日
本
古
典
文
学
大
系
一
三　

落
窪
物
語　

堤
中
納
言
物
語
』
岩
波
書
店　

一
九
五
七
年

『
枕
草
子
総
索
引
』
右
文
書
院　

一
九
六
七
年
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『
日
本
古
典
文
学
大
系
一
四
‐
一
八　

源
氏
物
語
一
‐
五
』
岩
波
書
店
一
九
五
八
年

石
井
文
夫
・
青
島
徹
編
『
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
（
改
訂
増
補
）〈
復
刻
版
〉』
牧
野
出
版
一
九
九
九
年

東
節
夫
編
『
御
物
本　

更
級
日
記
総
索
引　

本
文
編
』
武
蔵
野
書
院
一
九
五
六
年

『
日
本
古
典
文
学
大
系
七
八　

夜
の
寝
覚
』
岩
波
書
店　

一
九
六
四
年

『
日
本
古
典
文
学
大
系
七
九　

狭
衣
物
語
』
岩
波
書
店　

一
九
六
五
年

鈴
木
弘
道
著
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
研
究　

校
注
編　

解
題
編
』
笠
間
書
院
一
九
七
三
年
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A
 study of the com

parison about vocabulary w
hich has a stem

 a w
ord “Suku”

―
 “Sukum

u・
Sukuyoka” and “Sukusuku-to・

Sukusuku-shi” ―

K
U

B
O

, K
aori

I show
 the fi ndings about a derivative told to have a com

m
on stem

 of a w
ord “Suku.” A

nd its derivatives are a verb 
“Sukum

u(m
eaning of cringe)”,an adverb “Sukusuku-to(quickly and healthily)”,an adjective "Sukusuku-shi", and an adjec-

tive verb “Sukuyoka”. These seem
 to be apt to be thought that they have a com

m
on stem

 of a w
ord "Suku". H

ow
ever, there 

are various tendencies in the single form
 “Suku” and the duplicate form

 "Sukusuku". I studied their exam
ples, for I clarify 

each difference and sim
ilarity about four w

ard, deriving a stem
 of a w

ord “Suku”. A
s a result, thereis a sim

ilarity betw
een 

“Sukum
u” and “Sukuyoka”, they are the single form

 of a stem
 “Suku”. They located in the root "hardness" and "strength". 

O
n the other hand, the w

ords that they are the duplicate form
 , “Sukusuku-to” and “Sukusuku-shi” located in the root "a 

m
ovem

ent or a change is sm
ooth". In other w

ords, the four w
ords should not be lum

ped together in the stem
 “Suku”, but 

can be divided into tw
o system

s, a system
 of the single form

 and a system
 of the duplicate form

. In addition, in the late H
e-

ian period, m
eaning of the adjective “Sukusuku-shi” and the adverb “Sukuyoka” drew

 together. B
oth of these w

ords had 
represented the “gravitas” and “brusqueness”. H

ow
ever they w

ere divided into tw
o system

s, there is a possibility that their 
m

eanings had com
e close after, because of the closeness of the stem

s―
 “Suku” and “Sukusuku”.

（
日
本
語
日
本
文
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程
修
了
（
平
成
二
十
五
年
度
））　
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